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地域の地形に対応した地震防災マップの作成
(その 1)徹地形区分を用いた 50mメッシュでの震度マップ
表層地盤 微地形区分 増幅特性
震度マップ 50mメッシュ 平塚市
1.はじめに
地域防災力の向上には､まずは地域住民が地域の地震
災害に対する危険性を正 しく理解 ･認識することが必要
であり､地震ハザー ドマップなどを作成 して HPでの公表､
住民-の配布などを行なう自治体が多くなってきている｡
これらの地震防災マップは､メッシュごとに評価されて
いるのが一般的であり､そのメッシュ単位は､国などが
全国レベルで評価を行 う場合は Ikm が基本となっている.
また､県や市などの地震被害想定調査などでは 500m ある
いは250mメッシュ単位で評価されている｡
地表での地震動 (揺れの大きさ)は､表層地盤の増幅
特性の影響を大きく受けてお り､場所によっては数十メ
ー トル離れているだけでも地盤が異なれば揺れの大きさ
も異なってくるO内閣府による地震防災マ ップ作成技術
資料 1)(以下､技術資料)によれば､地域内の詳細な揺れ
の違いを把握するためには､地域の地形の違いに対応 し
たメッシュ規模での評価が必要であり､できるだけ詳細
に設定することが望ましいとしている｡
本報では､神奈川県平塚市を対象 として､技術資料に
準じて 50mメッシュ (標準地域メッシュ第 3次区画を 20
×20分割 したメッシュ)での揺れやすさマップ (震度マ
ップ)の作成を試み､従来から市 レベルで多用されてい
る250mメッシュでの廉度マップとの比較を行った0
2.検討方法
技術資料によれば､揺れやすさマ ップとは､地域の揺
れやすさを地盤の状況とそこで起こり得る地震の両面か
ら評価 し､揺れの強さで表 したマップと定義されている｡
本検討では､技術資料による経験的手法による揺れやす
さマップ作成の考え方に準じて､震度マ ップを作成 した｡
以下にその作成方法の概要を述べるC
(1)微地形区分
I/50,000土地基本分類基本調査図のうち地形分類図と表
層地質図を用いて､平塚市全域に対 して 50m メッシュご
とに微地形を読み取 り､技術資料の既存の地形分類図の
主な区分から中央防災会議による微地形区分を設定する
手順に準じて､15区分の微地形を設定したC
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(2)微地形とAVS30_増幅率
微地形区分と表層地盤の平均せん断波速度 (Avs30)と
の関係は､松岡 ･翠川 (1994)の経験式を用い､表層地
盤の増幅率はMidorikawaetal-(1994)によるAVS30と最
大速度の増幅率の経験式を用いて設定したOなお､本検
討では各メッシュの AVS30を設定する際に､ボーリング
データなどの地盤調査情報については考慮していないo
(3)地震動の予測
工学的基盤における最大速度を､司 .翠川 (1999)の
距離減衰式により求め､Avs30から設定 した増幅率を乗
じることにより地表での最大速度を算定 し､童 ･山崎
(1996)による経験式を用いて計測震度に換算 したCな
お､本検討では想定地震として､1923年関東地震の再来
を設定し､その断層モデル (断層位置､大きさなど)は
日本の地震断層パラメータハンドブックから図 1に示す
0atv'utgHaO(1980)のモデルを用いて設定した｡
3.検討結果
図 2および図 3に 250mメッシュと50mメッシュでの
表層地盤図をそれぞれ示すDまた､図 4に 50m メッシュ
での増幅率を示す｡これらの図より､50m メッシュでの
評価は､地域の詳細な地形に対応 してお り､より自然に
近い形での表層地盤が評価できているo図 5および図 6
に関宮地震を想定 した場合の震度分布図を示す0250mメ
ッシュでは市域の概括的な蜜度 しか読み取ることができ
ないが､50mメッシュでは地形の違いに対応 した詳細な
震度分布が得られてお り､街区単位や任意地点での評価
が可能となる｡
4.まとめ
本報では､神奈川県平塚市を対象として 50m メッシュ
で微地形区分を行い､各種経験式に基づき表層地盤の増
幅率を設定 し､関東地震を対象に震度マップを試作し､
従来から用いられている250mメッシュでの評価結果と比
較 したOその結果､50m メッシュで評価することにより､
きめの細かい評価が可能となり､地域の地形の違いに対
応 した揺れやすさマ ップが作成できることを確認 したO
筆者らは平塚市において常時微動観測や､ポー リング
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柱状図の収集 とデータベース化を行 ってお り､今後 ､ こ
れ らの地盤情報 を考慮 して表層地盤の増幅率 をきめ細か
く設定す る予定であるb また､神奈川県全域において市
街地 (居住地域) については､50m メッシュによる表層
地盤の増幅率を評価 し､地震防災マ ップ作成などの基礎
データとして整備する予定である｡
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図 1 断層モデル (関東地震)
図5 震度分布 く250mメッシュ)
図3 表層地盤 (50mメッシュ)
図4 最大速度の増幅度 (50mメッシュ)
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図 6 震度分布 (50mメッシュ)
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